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取付要領書

品 番

このたびはトヨタ純正 GR αンϓガードをお買い上げいただきありがとうございます。
本書は GR αンϓガードの取り付け要領について記載してあります。
取り付け前に必ずお読みいただき、正しい取り付けを行ってください。
本書を必ずお客様にお渡しください。

51410 - 52160

GRαンϓガード

No. 品　名 品　番 個数

1 サンϓガード 本ମ 51451-52100 1

2 サンϓガードステー  
フロント 51445-52050 1

3 サンϓガードステー  
リヤ RH 51442-52240 1

4 サンϓガードステー  
リヤ LH 51443-52030 1

5 ボルトϕース フロント 51445-52060 2

6 ナットϕース リヤ 51445-52070 1

7 フランジボルト 
（M8 ʷ 25NN） − 4

8 フランジナット（M8） − 4

9 フランジボタンボルト 
（M1�ʷ2�NN） − 4

⨠ フランジナット（M1�） − 2

⨡ クΠックアタッチϝント − 5

⨢ スϓリングϫッγϟー 
（M1�） − 5

⨣ キϟッϓボルト 
（M1�ʷ4�NN） − 3

⨤ キϟッϓボルト 
（M1� ʷ 2�NN） − 2

⨥ 取付要領書 − 1

1C7 212 M-A

構成部品

⨥
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ΞドόΠε

取り付け上の注意事項

この取付要領書では安全な作業をしていただく為、特にお守りいただきたいことを次のマークで表示しています
 … 注意事項を守らないと事故につながったり、ケガをしたり、車両を破損する等の恐れがあることを記載しています
 … スピーディーに作業していただく上で知っておいていただきたいことを記載しています

（1） 車を水平な場所に停車してパーキングブレーキを引き、輪留めを確実に行ってください。
（2）下回り作業中は、安全に配慮し、エンジン始動及び乗車は絶対しないでください。
（3） 車両部品の取りはずしに際しては、タッピング・スクリューやボルト、ナット類を紛失しないよう部品毎 

に整理し、復元作業時に間違いのないよう配慮してください。また、車両及び取りはずした部品に傷を 
付けないよう取り扱いには充分注意してください。

バッテリー接続中に作業を行う場合は、エアバッグセンサー等に衝撃を与えないよう充分注意してください。

取り付けに必要な工具等
一般工具、トルクレンチ、ジϟッキ、໦片、スケール

݀�։�けۀ�࡞��は

部�品�の�取�り�付�け�は
˔ੇ๏に߹っͨ工具を使͏ ˔ཪଆに注意し、ϋーωεטみࠐみに注意͢Δ

˔保ޢϝガωをண用͢Δ ˔ແ理な࢟੎Ͱۀ࡞をしない

˔݀։け後のόϦはϠεϦ等Ͱ取りআく ˔݀։け部の๷ࡺॲ理を確実に行͏

˔੾りคをૉखͰさΘΒない

取�り�付�け�完�了�後�は
˔取りはずしͨ車両部品は確実に෮͢ݩΔ

݀�։�けۀ�࡞��は

部�品�の�取�り�付�け�は
˔ੇ๏に߹っͨ工具を使͏ ˔ཪଆに注意し、ϋーωεטみࠐみに注意͢Δ

˔保ޢϝガωをண用͢Δ ˔ແ理な࢟੎Ͱۀ࡞をしない

˔݀։け後のόϦはϠεϦ等Ͱ取りআく ˔݀։け部の๷ࡺॲ理を確実に行͏

˔੾りคをૉखͰさΘΒない

取�り�付�け�完�了�後�は
˔取りはずしͨ車両部品は確実に෮͢ݩΔ
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取付概要

GRαンϓガード

車両前方



4

車両部品の取りはずし
1.  修理書を参照し、アンμーガードを取りはずす。

ΞドόΠε
取りはずしたアンμーガードは再使用しません。

2.  修理書を参照し、バンパーアブιーバーロアを
取りはずす。

3.  ໦片及びジϟッキを使用し、エンジンを
。する࣋ࢧ

4.  ボルト（5 本）をはずし、エンジンϜーϏング
ίントロールロッド No.2 を取りはずす。

5.  ボルト（1 本）をはずし、エンジンϜーϏング
ίントロールロッドを取りはずす。

αンϓガードεςー�ϦϠの取り付け
1.  付属のフランジボタンボルト（M1� ʷ 2�NN）

1 本及びフランジナット（M1�）1 個を使用し、
サンϓガードステー リヤ RH をクロスϝンバー
に仮固定する。

ΞドόΠε
ࣝผγールを確認し、RH�LH をࣝผして
ください。

2.  ಉ様に、サンϓガードステー リヤ LH を
クロスϝンバーに仮固定する。

6.  ナットϕース リヤのナット໘を上にしたঢ়ଶで、
クロスϝンバーの中に挿入する。

ΞドόΠε
Ԝܗঢ়側が車両ޙ方になるよう挿入してください。

取付要領

車両前方

車両前方

車両前方

ૠೖ

LH

ΤンジンϜーϏンάίントϩールϩッドNP.2

ΤンジンϜーϏンάίントϩールϩッド

クϩεϝンόー

ナットϕーε�ϦϠ

RH
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αンϓガードεςー�フϩントの取り付け
1.  ボルトϕース フロント（1 個）を˒部͔ら

クロスϝンバー（LH 側）の中に入れる。
2.  ಉ様に、ボルトϕース フロント（1 個）を

クロスϝンバー（RH 側）に入れる。

3.  ໦片及びジϟッキを使用し、ラジエーターロア
サϙートを࣋ࢧする。

4.  ラジエーターロアサϙート固定ボルト（4 本）を
取りはずす。

ΞドόΠε
取りはずしたボルト（4 本）は再使用しません。

7.  ナットϕース リヤとサンϓガードステー リヤ
の݀Ґஔを合Θせ、付属のフランジボタン
ボルト（M1� ʷ 2�NN）2 本を使用して、
仮固定する。

8.  サンϓガードステー リヤ RH 及びサンϓガード
ステー リヤ LH を本締めする。（4 箇所）
締め付けトルク：50N・m

�.  エンジンϜーϏングίントロールロッドを
復元する。（1 箇所）
締め付けトルク：200N・m

1�.  エンジンϜーϏングίントロールロッド No.2
を復元する。（5 箇所）
締め付けトルク：44N・m

5.  付属のフランジボルト（M8 ʷ 25NN）4 本を
使用し、サンϓガードステー フロントを
ラジエーターロアサϙートに仮固定する。

6.  付属のフランジナット（M8）4 本を使用し、
サンϓガードステー フロントをボルトϕース 
フロントに仮固定する。

7.  付属のフランジボルト（M8 ʷ 25NN）4 本を
本締めする。
締め付けトルク：20N・m

8.  付属のフランジナット（M8）4 個を本締めする。
締め付けトルク：25N・m

˒

ナットϕーε�ϦϠ

車両前方

車両前方

車両前方

車両前方
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αンϓガード�ຊମの取り付け
1.  にैい、付属のクΠックアタッチϝント 3 個、

スϓリングϫッγϟー（M1�）3 個、キϟッϓ
ボルト（M1� ʷ 4�NN）3 個をサンϓガード
ステー フロントに仮固定する。

2.  にैい、付属のクΠックアタッチϝント 2 個、
スϓリングϫッγϟー（M1�）2 個、キϟッϓ
ボルト（M1� ʷ 2�NN）2 個をサンϓガード
ステー リヤ RH�LH に仮固定する。

ΞドόΠε
サンϓガード 本ମを
取り付ける為、サンϓ
ガードステーとクΠック
アタッチϝントとの
ܺ間を 8mmఔ౓࢒して
おいてください。（5 箇所）

3.  バンパーアブιーバーロアを復元する。

取り付けの際、バンパーアブιーバーロアと
サンϓガードステーフロントがׯবしますが
正常です。

4.  サンϓガード 本ମをクΠックアタッチϝントに
挿し込み、車両ޙ方にスラΠドさせる。

5.  サンϓガード 本ମを本締めする。（5 箇所）
締め付けトルク：60N・m

アタッチϝントとサンϓ
ガード 本ମにܺ間が
できますが、৽品取付時
に 11mmҎԼであれ͹
正常です。

11mmҎԼ

ΩϟッϓϘルト（M10ʷ20mm）

ΩϟッϓϘルト（M10ʷ40mm）

取り付け完了後の確認
取り付けの確認
1. 取り付けに異常がないことを確認してください。
2. 取り付けの際、車両に傷が付いていないことを確認してください。

車両前方

車両前方

車両前方
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・安全且つ快適にご使用頂く為に、日常点検、保守管理を実施してください。
・緩みやガタつきがないことを確認し、必要に応じて増し締めを行ってください。

ユーザー様へ
使用上のご注意
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2008-S



1

取付要領書

品 番

このたびはトヨタ純正 GR タンクガードをお買い上げいただきありがとうございます。
本書は GR タンクガードの取り付け要領について記載してあります。
取り付け前に必ずお読みいただき、正しい取り付けを行ってください。
本書を必ずお客様にお渡しください。

77641 - 52160

GRタンクガード

1C7 215 M-A

構成部品

No. 品　名 品　番 個数

1 タンクガード RH 77641-52220 1

2 タンクガード LH 77642-52150 1

3 タンクガードステー  
フロント RH 77641-52230 1

4 タンクガードステー  
リヤ RH 77641-52240 1

5 タンクガードステー  
フロント LH 77642-52160 1

6 タンクガードステー  
リヤ LH 77642-52170 1

7 フランジナット（M8） − 6

8 フランジナット（M6） − 1

9 取付要領書 − 1

9
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ΞドόΠε

取り付け上の注意事項

この取付要領書では安全な作業をしていただく為、特にお守りいただきたいことを次のマークで表示しています
 … 注意事項を守らないと事故につながったり、ケガをしたり、車両を破損する等の恐れがあることを記載しています
 … スピーディーに作業していただく上で知っておいていただきたいことを記載しています

（1） 車を水平な場所に停車してパーキングブレーキを引き、輪留めを確実に行ってください。
（2）下回り作業中は、安全に配慮し、エンジン始動及び乗車は絶対しないでください。
（3） 車両部品の取りはずしに際しては、タッピング・スクリューやボルト、ナット類を紛失しないよう部品毎 

に整理し、復元作業時に間違いのないよう配慮してください。また、車両及び取りはずした部品に傷を 
付けないよう取り扱いには充分注意してください。

バッテリー接続中に作業を行う場合は、エアバッグセンサー等に衝撃を与えないよう充分注意してください。

取り付けに必要な工具等
一般工具、トルクレンチ

݀�։�けۀ�࡞��は

部�品�の�取�り�付�け�は
˔ੇ๏に߹っͨ工具を使͏ ˔ཪଆに注意し、ϋーωεטみࠐみに注意͢Δ

˔保ޢϝガωをண用͢Δ ˔ແ理な࢟੎Ͱۀ࡞をしない

˔݀։け後のόϦはϠεϦ等Ͱ取りআく ˔݀։け部の๷ࡺॲ理を確実に行͏

˔੾りคをૉखͰさΘΒない

取�り�付�け�完�了�後�は
˔取りはずしͨ車両部品は確実に෮͢ݩΔ

݀�։�けۀ�࡞��は

部�品�の�取�り�付�け�は
˔ੇ๏に߹っͨ工具を使͏ ˔ཪଆに注意し、ϋーωεטみࠐみに注意͢Δ

˔保ޢϝガωをண用͢Δ ˔ແ理な࢟੎Ͱۀ࡞をしない

˔݀։け後のόϦはϠεϦ等Ͱ取りআく ˔݀։け部の๷ࡺॲ理を確実に行͏

˔੾りคをૉखͰさΘΒない

取�り�付�け�完�了�後�は
˔取りはずしͨ車両部品は確実に෮͢ݩΔ
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取付概要

車両前方

GRタンクガード
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1.  修理書を参照し、燃料タンクカバーを取りはずす。

ΞドόΠε
取りはずしたタンクカバーは再使用しません。

2.  タンクバンド LHのフロント側車両ボルト（1本）
をはずし、タンクガードステー フロント LH を
タンクバンドと共に仮固定する。

タンクガード LHの取り付け
1.  タンクバンド LH のリヤ側車両ボルト（1 本）を

緩め、タンクガードステー リヤ LH をタンク
バンドと車両ボルトの間に挿入し、仮固定する。

タンク脱落の恐れがある為、必ずタンクガード
は片方ずつ作業を行ってください。

ΞドόΠε
ボルトは取りはずしません。

3.  付属のフランジナット（M8）3 個を使用し、
タンクガード LH をタンクガードステーに
仮固定する。

タンクガード LH は遮熱版とタンクの間に挿し
込んでください。

4.  タンクバンド LH のフロント側車両ボルト
及びタンクバンド LH のリヤ側車両ボルトを
本締めする。（2 箇所）
締め付けトルク：45N・m

車両前方

挿入方向

車両前方

車両前方

車両部品の取りはずし

取付要領
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5.  タンクガード LH を上側に押し付けながら
本締めする。（3 箇所）
締め付けトルク：20N・m

タンクガードRHの取り付け
1.  タンクバンド RH のリヤ側車両ボルト（1 本）を

緩め、タンクガードステー リヤ RH をタンク
バンドと車両ボルトの間に挿入し、仮固定する。

ΞドόΠε
ボルトは取りはずしません。

2.  タンクバンド RHのフロント側車両ボルト（1本）
をはずし、タンクガードステー フロント RH を
タンクバンド RH と共に仮固定する。

3.  タンク下側のスタッドボルトをタンクガード
RH に挿し込む。

4.  付属のフランジナット（M8）3 個を使用し、
タンクガード RH をタンクガードステーに
仮固定する。

タンクガード RH は遮熱版とタンクの間に挿し
込んでください。

5.  付属のフランジナット（M6）1 個を使用し、
タンクガード RH をタンク下側のスタッド
ボルトに仮固定する。

6.  タンクバンド RH のフロント側車両ボルト
及びタンクバンド RH のリヤ側車両ボルトを
本締めする。（2 箇所）
締め付けトルク：45N・m

車両前方

挿入方向

車両前方

車両前方

車両前方

フランジナット（M6）

押し付ける
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8.  タンクガード RH を上側に押し付けながら 
本締めする。（3 箇所）
締め付けトルク：20N・m

7.  タンクガード下側のフランジナット（M6）を 
本締めする。（1 箇所）
締め付けトルク：4.5N・m

取り付け完了後の確認
取り付けの確認
1. 取り付けに異常がないことを確認してください。
2. 取り付けの際、車両に傷が付いていないことを確認してください。

車両前方

車両前方

・安全且つ快適にご使用頂く為に、日常点検、保守管理を実施してください。
・緩みやガタつきがないことを確認し、必要に応じて増し締めを行ってください。

ユーザー様へ
使用上のご注意

押し付ける
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MEMO
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取付要領書

品 番

このたびはトヨタ純正 GR ϑϩΞガードをお買い上げいただきありがとうございます。
本書は GR ϑϩΞガードの取り付け要領について記載してあります。
取り付け前に必ずお読みいただき、正しい取り付けを行ってください。
本書を必ずお客様にお渡しください。

5�3�0 - 52010

GRϑϩΞガード

1C7 21� M-A

構成部品

No. 品　名 品　番 個数

1 フロアガード RH 5�165-520�0 1

2 フロアガード LH 5�166-52070 1

3 フランジボルト 
（M8 ʷ 15NN） − 5

4 フランジボルト 
（M8 ʷ 25NN） − 23

5 フランジナット（M8） − 2�

6 ナット（M6） − 6

7 ϫッγϟー（M6） − 6

8 取付要領書 − 1

8
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ΞドόΠε

取り付け上の注意事項

この取付要領書では安全な作業をしていただく為、特にお守りいただきたいことを次のマークで表示しています
 … 注意事項を守らないと事故につながったり、ケガをしたり、車両を破損する等の恐れがあることを記載しています
 … スピーディーに作業していただく上で知っておいていただきたいことを記載しています

（1） 車を水平な場所に停車してパーキングブレーキを引き、輪留めを確実に行ってください。
（2）下回り作業中は、安全に配慮し、エンジン始動及び乗車は絶対しないでください。
（3） 車両部品の取りはずしに際しては、タッピング・スクリューやボルト、ナット類を紛失しないよう部品毎 

に整理し、復元作業時に間違いのないよう配慮してください。また、車両及び取りはずした部品に傷を 
付けないよう取り扱いには充分注意してください。

（4） バッテリー復元作業ऴྃޙ、車両ػೳ部品にॳظԽが必要な部品がありますので、作業ऴྃޙには必ず 
ॳظԽ作業を行ってください。

バッテリー接続中に作業を行う場合は、エアバッグセンサー等に衝撃を与えないよう充分注意してください。

取り付けに必要な工具等
一般工具、脱ࡎࢷ、อޢϝガω、อޢखା、ドリル（П 3、П �）、トルクレンチ、ヤスリ等、ృ෍用ච、
Ḋࢭめࡎ、ジϟッキ、໦片、γールࡎ（セϝμΠンಁ໌ 8��� ૬౰）、スクレーパー、Ϗχールखା、૟আػ

部�品�の�取�り�付�け�は
˔ੇ๏に߹っͨ工具を使͏ ˔ཪଆに注意し、ϋーωεטみࠐみに注意͢Δ

˔保ޢϝガωをண用͢Δ ˔ແ理な࢟੎Ͱۀ࡞をしない

˔݀։け後のόϦはϠεϦ等Ͱ取りআく ˔݀։け部の๷ࡺॲ理を確実に行͏

˔੾りคをૉखͰさΘΒない

˔όッςϦーの（ʵ）ଆέーϒルをはず͢

取�り�付�け�Δ�લ�に

取�り�付�け�完�了�後�は
˔取りはずしͨ車両部品は確実に෮͢ݩΔ

഑�ઢ�は

݀�։�けۀ�࡞��は

˔ίωクターはຊମを࣋ってはず͢ ˔ίωクターは確実に઀ଓ͢Δ
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取付概要

車両前方

GRフϩΞガード
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1.  修理書を参照し、フロントγート LH、
フロントγート RH 及びリヤγートを
取りはずす。

 ࠨ .2 ਤにैい、フロアカーϖット及び๷Իࡐを
取り付けのअຐにならないようセンターに
まとめ、ࠨӈのフロア部をग़す。

3.  修理書を参照し、フロアカバーを取りはずす。

ΞドόΠε
取りはずしたフロアカバーは再使用しません。

2.  ナット（1 個）をはずす。（LH 側のみ）

ΞドόΠε
ナットは再使用しません。

フϩΞの݀͋け
1.  ボルト（1 本）をはずす。（LH 側のみ）

ΞドόΠε
ボルトは再使用します。

車両前方

車両前方

車両部品の取りはずし

取付要領

車両前方
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5.  ステーˠフロアガード LH ˠ車両ボルトのॱで
フロアガード LH を仮固定する。（LH 側のみ）

 3.  フロアガード LH�RH を車両スタッドボルトに
合Θせ、Ґஔܾめする。
車両スタッドボルト本数
・LH 側 7 箇所
・RH 側 5 箇所

4.  ໦片及びジϟッキを使用し、フロアガード
LH�RH を࣋ࢧする。

6.  付属のナット（M6）6 個、ϫッγϟー（M6）
6 個を使用し、フロアˠフロアガード LH�RH ˠ
遮熱൘ˠϫッγϟーˠナットのॱでフロア
ガード LH�RH を仮固定する。

車両前方

車両前方

車両前方
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7.  フロアガードの݀あけҐஔ中৺に対してਨ௚に
ϙンチでҹを付ける。
穴あけ箇所
・LH 側 12 箇所
・RH 側 16 箇所

ΞドόΠε
LH 側と RH 側で݀あけの個数が異なります。

8.  車಺にׯবする΋のがແいことを確認し、
П 3 のドリルでϙンチҐஔに下݀をあける。

�.  フロアガード LH�RH を取りはずす。
1�.  П � のドリルで下݀に本݀をあける。

・ ݀ あけՃ工時、ドリルは݀あけ໘に対して
ਨ௚にし、下͔݀らζレないように注意して
ください。

・作業時はอޢϝガωをண用してください。
・ ݀ あけՃ工時は、車ࣨ಺の配ઢ等を傷つけな

いように注意してください。
・ ドリルにרき込まれる恐れがあるため、खା

なͲはண用しないでください。

11.  ボルト及びナットの取り付け部にׯবする
໔਒ࡐを࡟আする。

ΞドόΠε
グレードによっては付いていない場合があります。

12.  ݀ のバリを取りআく。

・ バリを取りআく際、݀ܘがେきくならないよう
に注意してヤスリ等で取りআいてください。

・ 車ࣨ಺にඈࢄした੾りคを׬全にআڈしない
と、ḊोがたれるՄೳੑがあります。૟আػ
にて確実に੾りคを取りআいてください。

13.  ݀ あけՃ工部に、ృ෍用චを使用してḊࢭめࡎ
をృ෍する。

・ Ḋࢭめࡎが݀あけՃ工部Ҏ֎に付ணしない
よう注意してください。

R)

-)
車両前方

˔：݀ け͋Օॴ

車両前方
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4.  フロアガード LH�RH を付属のフランジボルト
及びフランジナットで本締めする。（28 箇所）
締め付けトルク：20N・m

5.  遮熱൘のナット（M6）を本締めする。（6 箇所）
締め付けトルク：5N・m

6.  LH 側ステーの車両ボルトを本締めする。 
（1 箇所）
締め付けトルク：5N・m

フϩΞガードの取り付け
1.  γールࡎ（セϝμΠンಁ໌ 8��� ૬౰）を車֎取り

付け݀֎पにృ෍する。

・ γールࡎを使用する際は、必ずϏχールखା
をண用してください。

・ γールࡎは、必ずʮセϝμΠンಁ໌ 8��� ૬౰ʯ
を使用してください。違うγールࡎを使用 
すると、水入り๷ࢭのޮՌがಘられない恐れ
があります。

2.  フロアガード LH を取り付け、付属のフランジ
ボルト（M8 ʷ 25NN）1� 本及びフランジボルト

（M8 ʷ 15NN）2 本を車外側͔らࠩし込み、 
付属のフランジナット（M8）12 個で仮固定する。

3.  フロアガード RH を取り付け、付属のフランジ
ボルト（M8 ʷ 25NN）13 本及びフランジボルト

（M8 ʷ 15NN）3 本を車外側͔らࠩし込み、 
付属のフランジナット（M8）16 個で仮固定する。

ΞドόΠε
・ ステー及び遮熱൘の取付ॱに注意してください。
（1.5 の 6. を参照）

・ LH 側と RH 側でボルト及びナットの本数が 
異なります。

フロア固定箇所 
・LH 側 12 箇所 
・RH 側 16 箇所

R)

-)フランジϘルト�
（M8ʷ15mm）（2ຊ）

 ˞ͦ のଞの˔ҹは、ϑϥンδϘϧτʢ.�ʷ25NNʣを示すɻ

フランジϘルト�
（M8ʷ15mm）（3ຊ）

車両前方
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2008-S

取り付け完了後の確認
取り付けの確認
1. 取り付けに異常がないことを確認してください。
2. 取り付けの際、車両に傷が付いていないことを確認してください。

෮ۀ࡞ݩ
下記の఺に注意し、取りはずした車両部品を復元してください。

バッテリー復元作業ऴྃޙに、車両γステϜによってはॳظԽが必要な場合があります。
車両修理書を参ߟにॳظԽ作業を行ってください。
˞車両γステϜのॳظԽには、(54等のπールが必要な場合があります。

όッςϦʵ෮࣌ݩの注意事項

・安全且つ快適にご使用頂く為に、日常点検、保守管理を実施してください。
・緩みやガタつきがないことを確認し、必要に応じて増し締めを行ってください。

ユーザー様へ
使用上のご注意

ᶃ車両ϋーωスがטみ込んでいないこと
ᶄボルト及びナットの締め๨れ、クリッϓ等の൒ቕ合がないこと
ᶅίωクター類のቕめ๨れ、または൒ቕ合のないこと
ᶆ車両部品に傷を付けないこと
ᶇドアロック・パϫー΢Πンド・ϋβード等、ిܥؾ౷に異常のないこと




